
一般社団法人日本小児血液・がん学会  

２０１９年度定時社員総会議事録 

  

１．日 時：２０１９年６月１６日（日） １０時００分から１１時１２分まで  

２．場 所：名古屋医療センター 外来管理診療棟５階講堂 

３．出席者：社員（評議員）総数  ２８５名         この議決権数 ２８５個 

出席社員（評議員）  ２０４名（委任状を含む） この議決権数 ２０４個 

４．議 長：細井 創 

５．定足数 

以上のとおり定足数に達したので、定款の規定により理事長細井 創は議長席に着き、開会を宣

した。まず逝去された会員へ黙祷をささげた後、議事に入った。 

 

（審議事項） 

第１号議案 議事録署名人の選任の件  

議長は、議事録署名人について、本日出席の堀 浩樹評議員と黒田達夫評議員の２名を指名し、

その承認を全員に諮ったところ、異議なく承認された。 

 

第２号議案 平成３０年度事業報告の件  

議長は、平成３０年度事業報告について詳細に説明し、その承認を全員に諮ったところ、異議な

く承認された。 

 

第３号議案 平成３０年度収支決算の件  

議長は、庶務・財務委員会松本公一委員長に報告を依頼し、松本委員長より平成３０年度収支決

算が示され、続いて越永従道監事から監査報告がなされた。議長が承認を全員に諮ったところ、異

議なく承認された。 

 

第４号議案 評議員選出の件  

議長は、評議員等資格審査委員会井上 健委員長に報告を依頼し、井上委員長より、１４名より

申請があり、全員が申請資格を充足している旨の報告があり、その承認を全員に諮ったところ、全

員異議なく承認された。 

 

第５号議案 名誉会員推戴の件  

議長より、名誉会員について、理事会より２名の推戴案が示され、その承認を全員に諮ったとこ 

ろ、全員異議なく承認された。 

 

（報告事項） 

1. 令和元年度事業計画の件 

議長より令和元年度事業計画について報告がなされた。 

 

2. 令和元年度収支予算の件 



議長は、庶務・財務委員会松本公一委員長に報告を依頼し、松本委員長より令和元年度収支予算

について報告がなされた。 

 

3. 庶務報告の件 

 議長は、庶務・財務委員会松本公一委員長に報告を依頼し、松本委員長より庶務報告がなされた。 

 

4. 評議員申請資格に関する論文業績の点数化基準の改定について 

 細井理事長より、改定の趣旨と内容について説明があった。 

 

5. 委員会活動状況報告 

各委員会委員長より、委員会活動状況について、資料をもとに、以下の報告がなされた。 

＜規約委員会＞ 

・今回は特に報告なし。 

＜評議員等資格審査委員会＞ 

・審議事項で報告済み。 

＜倫理委員会＞ 

・日本医学会連合からの「研究発表にあたっての共通倫理ガイドライン」についてのアンケートに

対応した。 

＜利益相反委員会＞ 

・役員・委員・学術集会発表者の利益相反申告管理を行った。 

・ホームページや学術集会での各種啓発活動を進めていく。 

＜学術集会プログラム委員会＞ 

・第 60回学術集会優秀ポスター賞受賞者が報告された。 

＜学会誌編集委員会＞ 

・学会誌発行状況が報告された。 

・投稿規程を改定、また転載許諾の方針を検討した。 

＜診療ガイドライン委員会＞ 

・診療ガイドラインの時期改訂を検討した。 

・日本癌治療学会領域横断的がん取り扱い規約（小児腫瘍）作成に参画した。 

＜学会賞等選考委員会＞ 

・学会賞の選考結果および他団体の賞への推薦状況が報告された。 

＜研究審査委員会＞ 

・臨床研究倫理審査状況が報告された。 

＜学術・調査委員会＞ 

・疾患登録事業の現況および関連研究班との連携について報告された。 

＜疾患委員会＞ 

・各疾患小委員会活動状況が報告された。 

・今後すべての小委員会委員は、評議員に限らず会員から公募することが報告された。 

＜看護委員会＞ 

・「日本小児血液・がん学会専門医研修施設における小児がん患者へのケアの実態」について本会



臨床研究倫理審査で承認され、今後調査を進めていく。 

・日本小児がん看護学会の研修プログラム作成に協力している。 

＜教育・研修委員会＞ 

・小児血液・がんセミナーおよび緩和ケア研修会（CLIC）の開催状況が報告された。 

・緩和ケア研修会（CLIC）について、2022年度より、受講歴を小児血液・がん専門医認定および

更新のための必須要件とすることとなった。 

＜専門医制度委員会＞ 

・各種認定状況が報告された。 

・小児血液・がん専門医研修施設の現況調査結果が報告された。なお、田尻達郎評議員（日本小児

外科学会理事長）より、小児がん認定外科医の今後の在り方について、意見と要望が述べられた。 

＜社会・広報委員会＞ 

・ホームページのリニューアル計画を進めている。 

＜保険診療委員会＞ 

・2019年度 PCR-MRD検査施設の認定を行い、保険検査として運用を開始した。 

・2020年度診療報酬改訂に向けた提案書を提出した。 

・「医療上必要性が高い未承認薬・適応外薬検討会議」への要望を行った。 

＜国際委員会＞ 

・第 60回学術集会でのアジア交流セッションで４名の演者に講演を行っていただいた。 

・韓国小児科学会からの演者推薦依頼に対応、また SIOP京都開催に協力した。 

・WHO小児がん Projectに協力していく方針である。 

＜学会あり方委員会＞ 

・ゲノム医療推進ワーキンググループを立ち上げた。 

＜長期フォローアップ・移行期医療委員会＞ 

・厚生労働省委託事業として、研修会開催ほかの事業を実施した。 

 なお、患者目線に立って、患者団体とともに事業を進めていくことはできないか、との質問があ

り、今後検討していくこととなった。 

＜遺伝性腫瘍委員会＞ 

・幅広い意見をいただきながら進めていきたいとの報告がなされた。 

 

4. 第６１回日本小児血液・がん学会学術集会準備状況報告の件 

 議長は、檜山英三会長に報告を依頼し、檜山会長より第６１回日本小児血液・がん学会学術集会

の準備状況について以下の報告がなされた。 

・会期：2019年 11月 14日（木）～16日（土） 

・会場：広島コンベンションホール 

・テーマ：Peace for everyone すべてのこどもに笑顔を 

・海外招聘講演、特別講演、教育公園に加え、三団体合同シンポジウムを企画している。 

・がん患者やがん経験者の参加を推進すべく、参加者用プログラムを検討している。 

・演題登録期間を延長したので、是非積極的な応募をお願いしたい。 

 

5. 第６２回日本小児血液・がん学会学術集会準備状況報告の件 



議長は、菊田 敦次期会長に報告を依頼し、菊田次期会長より第６２回日本小児血液・がん学会

学術集会の準備状況について以下の報告がなされた。 

・会期：2020年 11月 20日（金）～22日（日） 

・会場：ビッグパレットふくしま（福島県産業交流館） 

・テーマ：「かなえよう みんなの夢」Shape the Dream of Everyone 

 

6. 第６３回日本小児血液・がん学会学術集会準備状況報告の件 

議長は、井上雅美次々期会長に報告を依頼し、井上次々期会長より第６３回日本小児血液・がん

学会学術集会の準備状況について以下の報告がなされた。 

・会期：2021年 11月 25日（木）～27日（土） 

・会場：大阪国際交流センター 

 

議長は、以上をもって一般社団法人 日本小児血液・がん学会の定時社員総会に関するすべての

議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長ならびに議事録署名人がこれに記名押印する。  

 

２０１９年６月１６日 一般社団法人日本小児血液・がん学会 定時社員総会 

 

 

議 長    細 井   創     ㊞ 

  

  

議事録署名人     堀   浩 樹     ㊞ 

  

  

議事録署名人     黒 田 達 夫     ㊞ 


